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大島支庁港湾課では、大島、利島、新島、式根島、神津島の各港において、安全性や利便

性を高めるため、様々な施設整備を行っています。 

今回は、その中から、昨年度岡田港に完成した、津波避難施設及び津波避難通路の整備を

中心にご紹介します。 

まず、津波避難施設（平成 31 年 2月供用開始）は、老朽化した旧船客待合所の建替えに併

せて、新たに船客待合所との合築として屋上階に整備したもので、南海トラフ巨大地震で想

定される 5.4ｍの津波（到達予測時間約 30 分）に対応しております。津波が発生した際の避

難スペース、非常用の食料やトイレ等を収納する防災倉庫を整備し、内部からのアクセスは

もちろんのこと、外階段を利用して津波避難通路から直接アクセスが可能となっています。 

次に、津波避難通路（平成 31 年 3月供用開始）は、港までの津波到達時間が非常に短いケ

ースである元禄型関東地震（想定津波高さ 2.0ｍ、到達予測時間約 8分）に対応しており、

地震発生から短時間で避難できるよう整備しております。 

また、新たに整備した船客待合所には、一般的な待合機能のほかに、大島町ふれあい交流

スペースが整備されており、ジオパーク展示コーナーやﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟなどが設けられておりま

す。 

今後は、岡田港をよりご利用しやすくするために、駐車場や外構工事等が実施されます。

そのため、周辺道路や駐車場において一部使用できなくなる場合もあると存じますが、皆様

にはご理解とご協力のほど、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



西側岸壁 

北 

利島港案内図 

（利島村） 

五島をつなぐ  ～支庁の窓～  №４７ 

 

大島支庁港湾課では、大島、利島、新島、式根島、神津島の各港において、安全性や利便

性を高めるための工事を行っています。 

今回は、その中から、利島港の災害復旧工事について紹介します。利島港は、平成 30年 9

月 30 日から 10月 1 日にかけて襲来した台風 24号の高波により被害を受けました。そのうち

特に西側岸壁の被害は甚大であり、岸壁全体が最大約 4ｍ東側に動き、本船が接岸できない

状況となっております。 

利島港は、島民の生活や村の産業を支えるための重要な港であり、客船や貨物船等を可能

な限り早期に就航ができるよう、被災直後より、都港湾局と大島支庁で現地調査や検討を行

い、段階的に復旧することとしております。 

現在、第一段階として令和元年 11月末までに暫定供用というか

たちで本船が接岸できるよう、復旧工事を進めているところです。 

 利島村やご来島される皆様には、しばらくの間、ご不便をおか

け致しますが、工事へのご理解・ご協力のほどよろしくお願い致

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暫定供用を行うための 
岸壁側面のｺﾝｸﾘｰﾄ工事 

被災した箇所の 
よう壁部分の復旧工事 

車止めや防舷材の 
復旧工事等 

陸側 

被災した箇所の 
よう壁部分の復旧 

暫定供用を行うための 
岸壁側面のｺﾝｸﾘｰﾄ工事 

 

施工状況写真(令和元年 7 月 18 日撮影) 



（新島村） 
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大島支庁港湾課では、大島、利島、新島、式根島、神津島の各港において、安全性や利便

性を高めるための工事を行っています。 

今回は、その中から、羽伏漁港の-7.5m 岸壁建設工事について紹介します。当課では、新

島港を補完する位置付けである羽伏漁港に大型定期船等が接岸できる特定目的岸壁を整備し

ています。本岸壁は、ケーソンとよばれる鉄筋コンクリートの函体を並べていくことによっ

てつくられます。平成 29 年度に１函目のケーソン(長さ 30m)据付工事を行い、今年度は、２

函目ケーソン(長さ 30m)を据え付ける工事を行っています。その後、既存部分（90m）の拡幅

工事を行い、延長 150m の岸壁を整備していきます。 

今後も、羽伏漁港をはじめとする新島・式根島の港湾・漁港・空港・海岸施設では、様々

な工事が実施されますが、皆様のご理解とご協力のほど、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度施工箇所 

（2函目） 



（神津島村） 

五島をつなぐ  ～支庁の窓～  №４７ 

 

大島支庁港湾課では、大島、利島、新島、式根島、神津島の各港において、安全性や利便

性を高めるための工事を行っています。 

今回は、その中から、神津島港防波堤（西）建設工事について紹介します。島の玄関口で

ある神津島港においては、港内静穏度を高めて就航率向上を図るため、平成 27 年度から防波

堤の建設を行っております。今年度は、平成 29年度に続きケーソン１函を設置し、防波堤の

延伸工事を行っております。7月 8日に東京港を出発し、えい航してきたケーソンの据付作

業が 7月 10 日に無事完了しました。本工事は、令和 2年 1月にしゅん功する予定です 

（計画延長 305ｍのうち、90ｍ完成）。 

今後も港湾事業へのご理解とご協力をいただきますよう、宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

東京港からタグボートで引っ張って

きました。 

ケーソンえい航状況 

ケーソンの中に中詰材を入れています。 

ケーソン中詰状況 

施工個所 


